DNA マイクロ アレイ データ ノ クラスタリング ニ ヨル ミブンカガタ イガン ノ ケイフ カイセキ by 園田 文乃
Genetic lineages of undifferentiated-type
gastric carcinomas analysed by unsupervised







DNA マイクロ アレイ データ ノ クラスタリング 














Genetic lineages of undifferentiated-type gastric carcinomas analysed by













Genetic lineages of undifferentiated-type gastric carcino肋s analysed















分化型には粘膜内癌の多くにみられるWC lossかつTP53 gainのDormant ->*タンと、鞍清癌で





















































(学位輸文書密の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 00字以内で作成'のこと。 )
未分化型胃癌は、 CG打払による染色体コピー教額析の醇果、層構造を呈する印環細胞癌由来
と腺管成分由来の系舟に分顕され、層構造を保持する限り、早期印諌細胞癌は裸部畏潤しない
可牌性が示唆されている。一方、アレイCG枕絵によるNmCと佃解析の練果、分化型胃掛こは
堆行癌に進展するものとしないものの二つの系掛があることが示されている。そこで、未分化
胃癌にも進行癌に進展しないサブタイプがあるか、ま卑CGn法で得られた形態的マーカーによ
る系甜分析が妥当かについて、アレイCGH法による細薄的DNAコど-教変化のクラスタ解析を
用いて検肘を行い、以下の点を明らかにした。
1) DNAコピー敢変化のプロファイルから層構造をもつ粘膜内癌と浸潤癌を分析すること
は困難であり、未分化型早期胃掛こdormant variantはなく、いずれ進行掛こ進展す
る。
2)粘膜内の層構造と腺管成分の有無による形態的分類と、 DNAコピー教変化のプロ7アイ
ルの違いによるクラスタ分析とはよく相関し、これらは形感的系謄マーカーとして算
当である。
sy^^^K'3眉目眉Eff122記-'^^?^^^^v4^^^9[2月BE^g*!M Ej塩　　呂　箪iii呂　看
4)未分化型胃痛には、故伝子レベルのゲノムコピー教変化が大きい分化型由来と変化の
小さい印雅細胞痛由来との土っの系辞がある。
本独文は、未分化型胃癌の系軌こついての新しい知見を与えたものであり、最終解散として
輸文内容に関連した拭閏を受け合格したので、博士(医学)の学位鎗文に催するものと艶めら
・れた。
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